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表紙に寄せて 

こんにちは、アミガサタケ。お友だちも

ご一緒に我が家へいらっしゃいませんか。

お足元の苔もそのままどうぞ。 

こうして昨年連れ帰った小さなアミガ

サさんたちは、冷蔵庫で出番を待っており

ました。シリカゲル入りのタッパウエアか

ら、からからに乾いたアミガサさんを取り

出すと、なんとも美味しそうなにおいで

す。コーヒーで薄茶色に染めた紙に水を引

き、花白緑の顔彩を溶くと、描けるような

気がしてきました。   （片山  周子） 

 

 

 

 


